
【大阪府】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 大阪府

担当課名 大阪府教育庁教育振興室保健体育課

電話番号 06-6944-9366



2

１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における都道府県の現状・課題

【学校部活動の現況・持続可能性について】

⚫ 大阪府では、令和２年度スポーツ庁委託事業「運動部活動改革プラン」及び令和３年度スポーツ庁

委託事業「地域運動部活動推進事業」を受託し、地域と学校で子どもたちを支える新しい形の部活

動の実践研究を行った。翌令和４年度においては、その経験を生かし、引き続き令和４年度スポーツ

庁委託事業「地域運動部活動推進事業」を受託し実践研究を行った。

⚫ これまでの成果として、運営組織（運営母体）の体制づくりや、人材における質・量を含めた確保方

策が最重要課題だと受け止めており、令和４年度においては、拠点地域を広げつつ地域の特性等に

応じた持続可能性を模索したところである。

⚫ 今後の持続可能性※をさらに検証していくためにも、拠点地域を拡充のうえ、これまでに得た成果を域

内で広く共有しながら地域ごとの在り方について課題等を共有し、各地域に応じた持続可能な方策を

反映する形で、改革推進期間における府としての方針への改定を行っていく必要がある。

※大阪府の子どもの数の推移及び学校部活動における専門的な指導が可能な教員の状況は右図

【実証事業の実施にあたっての課題】

⚫ 実証事業の先に、大阪府下全域で部活動の地域連携や地域移行が進められるよう、様々な地域で

の成果や課題を収集する必要がある。

⚫ 移行拠点となる地域ごとに特性が異なることから、多様な形態・アプローチ方法を理解したうえで適切に

指導助言を行っていく必要がある。

人口 8,772,771人 部活動数（政令市除） 3,642部活

市区町村数（政令市除） 31市９町１村 都道府県の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校数（政令市除） 285校 都道府県の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定済

公立中学校生徒数（政令市除） 124,143人

実証事業に参加した
市区町村数

５市

実証事業に参加した拠点校数
（域内の合計）

18校

地域クラブ活動に取り組んだ
部活動数（域内の合計）

38部活

『大阪府の子どもの数に関する統計』大阪府総務部統計課

『部活動実態調査』大阪府教育庁小中学校課
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼事業実施体制図（都道府県と市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（保健体育課）

事業担当部署

⚫ 首長部局（スポーツ振興課）

情報共有・協力体制の構築

大
阪
府

⚫ 方針検討・策定(改定)関係
⚫ 地域移行実施市への指導助言・成果の普及
・成果発表会の開催
・広報活動の展開

豊中市
⚫ 市ラグビーユニオンと業務連携
⚫ 計１中学校、１部活動を地域移行

箕面市
⚫ スポーツデータバンク(株)と業務連携(再委託)

⚫ 計８中学校、26部活動を地域移行

守口市
⚫ 市スポーツ協会・リトルFC・コスモスポーツクラブと業務連携
⚫ 計5中学校、５部活動を地域移行

大東市
⚫ 市教委を運営組織とし近隣高校と業務連携
⚫ 計２中学校、１部活動を地域移行(拠点化)

岸和田市
⚫ 市スポーツ協会・FC岸和田・NPO法人ドゥールース・
市社会福祉協議会と業務連携(再委託含)

⚫ 計２中学校、５部活動を地域移行

業務委託

５月 ・『大阪府における部活動の地域移行に関する検討会議』（以下「検討会議」）の設置
・第１回検討会議の開催

６月 ・第２回検討会議の開催
・府内市町村教育委員会担当指導主事等連絡協議会（以下「担当指導主事会」）の開催

７月 ・第３回検討会議の開催

８月 ・『大阪府における部活動等の在り方に関する方針』の策定

９月 ・第４回検討会議の開催

10月 ・第１回『大阪府部活動の在り方に関する研修会』（以下『研修会」）の開催

11月 ・担当指導主事会の開催

１月 ・第５回検討会議の開催

２月 ・第６回検討会議兼第２回研修会（成果発表会）の開催

※上記のほか、関係団体での講演等による広報活動等の実施あり
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

○検討会議による検討等

・運動部活動の地域移行に対する、委員（関係団体）からの意見聴取

・ 『大阪府における部活動等の在り方に関する方針』策定に向けた協議

・「令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業」実施市（５市）による実践（成果）発表 等

取組事項

【構成団体（事務局：大阪府・大阪府教育委員会）】

府PTA協議会、府スポーツ推進委員協議会、大阪弁護士会スポーツ・エンターテインメント法実務研究会、

府立学校長協会、大阪中学校体育連盟、府都市教育長協議会、府町村教育長会、大阪体育大学、

府スポーツ協会、大阪高等学校体育連盟、府公立中学校長会
取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○検討会議の運営について

 委員の選定にあたり、幅広い視点よりご意見をいただくため、教育行政関係者のみならず、PTA協議会や

 弁護士等も委員としてお招きし、将来的に部活動が地域に移行された際の問題点等についても協議した。

○協議内容について

府内で実証事業を実施している５市の取り組み等の好事例を「実践発表」という形で共有することにより、

 検討会議内で、現状の課題や先進的な事例について、より具体的に協議することができた。

特に
工夫した
事項

今年度の検討会議は、主に『大阪府における部活動等の在り方に関する方針』策定に向け、ご意見をいただいたが、府内５市の実践発表を聞

き、今後、部活動を地域に移行するにあたり課題が山積していることが明らかになった。

次年度以降、特に「指導する受け皿の確保」や「受益者負担の適正額」等についても協議を深める必要がある。

今後の
課題と
対応方針

・全６回の検討会議を開催し、運動部活動が地域移行するにあたり特に影響受ける各種団体を委員とし

て招き、幅広い視点から意見をいただくことができた。また、委員からの意見を踏まえ、 『大阪府における部

活動等の在り方に関する方針』を策定した。
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

○部活動指導員確保に向けた方策（人材バンクの構築）について

 部活動を地域に移行するにあたり、部活動を指導する指導者の確保が喫緊の課題である。

 課題解決に向け、府立学校及び府内各市町村が容易に指導者を確保することができるよう、府で持つ既存の部活動指導員バンクから、新た

 にオンライン上で登録が行えるデータバンクの構築をめざすと共に、指導者の資質向上に向けた取組みについても検討する。

取組事項

○人材バンク構築に向けて

 検討会議の各委員より様々なご意見をいただき、人材バンク構築に向けた協議を行っている。委員からは特に、指導者の資格保有やハラスメ

 ントの未然防止策等についてのご意見が多く、人材バンク登録の際の基準等について議論を深めることができた。

   構築するオンライン上での人材バンクでは、登録をオンライン上でするのみではなく、指導者と学校がスムーズにマッチングする機能により、指導者

 を必要としている学校や市町村がスムーズにコンタクトを取れるようにするとともに、指導者向けの研修動画機能等を搭載することで、指導現場

 におけるハラスメント（スポハラ等）の未然防止に繋がることが期待できる。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○質の保証について

 指導者の質を担保するため、構築する人材バンクにオンラインで受講することのできる研修動画を掲載する方向で協議を進め、研修動画には、

 適切な指導方法のみならず、コンプライアンスに関する内容や、医科学的な内容等を掲載していくこととした。

 また、府立学校教員や府内市町村教育委員会、既に指導者として派遣されている指導者を対象とした対面型の研修会を開催した。

○量の確保について

 府内のスポーツ・教育系大学や各競技団体等に対し、部活動地域移行の説明を行うとともに、今後、府として部活動の地域連携から地域

 移行への推進に向け、受け皿となる部活動指導員への登録依頼を行った。

特に
工夫した
事項

各種競技団体等からの協力もあり、徐々に指導者の登録者数は増加しているが、府内中学校の部活動数と比較すると、まだまだ指導者数が

足りていない状況である。今後、「学校部活動への地域連携」から「地域への移行」に向け、まず指導者の量の確保が喫緊の課題であることから、

指導者募集に係る広報物等を作成し、各種競技団体等に呼びかけていくとともに、指導者の資質向上策についても検討する。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

○府内教育関係団体及び競技団体等との連携

・国が掲げる方針及び部活動地域移行改革推進期間における府の方向性、方針（改定）内容の説明

・部活動地域移行の現状や課題についての情報提供

・部活動地域移行に関する疑問点等の意見聴取

取組事項

○府内教育関係団体及び競技団体等への訪問

＜訪問先（関係団体）＞

・府都市教育長協議会、府町村教育長会、府公立中学校長会、府スポーツ推進委員協議会、市町村担当指導主事会、

 府PTA協議会、大阪体育大学、府スポーツ協会、府テニス協会、府スポーツ少年団

各団体に対し、国が掲げる方針及び部活動地域移行改革推進期間における府の方向性や方針（改定）内容に関する正しい情報

（現状と課題）等を伝えるととともに、各分野における疑問や課題等の共有ができた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○事業への理解及び情報発信の連携

・各種団体の多くが、「部活動の地域移行」と「地域クラブ活動」の違いが曖昧になっており、

まずは中学校の休日における部活動を地域に移行するという点を説明し、理解いただいた。

・府スポーツ協会との連携により、同じ協会が発行する広報誌「Osaka Sport」において、

部活動の地域移行に関する概要及び令和５年８月に改定した「大阪府における部活

動等の在り方に関する方針」、並びに指導者募集に関する情報を発信いただいた。

特に
工夫した
事項

各種団体との情報交換をしていく中で、多くの団体が報道等で取り上げられている情報以上の情報を持っておらず、「部活動の地域移行」を正

しく理解できていないことがわかった。

今後、各種団体に対し正しい情報を共有していくとともに、理解を深め、より連携して情報発信や課題解決等に取り組む必要がある。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：エ：面的・広域的な取り組み

○成果発表会（研修会）の開催

 令和６年２月８日（木）に、府内で「令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業」を実施している５市による成果発表会を実施。

 成果発表当日は、今後、部活動が地域に移行された際に指導者が知っておかなければならない医科学分野（子どもの成長とスポーツ指導）

 やハラスメント根絶等について各専門家より講演いただいた。

取組事項

○参加者

 府立学校教員、府立学校部活動指導員、市町村教育委員会

 指導主事 計129名が参加
取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今回の成果発表会については、 「令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事

業」を実施している５市の実践発表に留めず、部活動が地域に移行された際に、実

際に部活動を指導している指導者及び各市町村教育委員会にとって必要となる

「医科学的分野」や「法的分野」について専門家に講演を依頼した。

医科学的分野においては、成長期の青少年に対する適切なスポーツの指導方法を、

法的分野においては、実際の判例を用いた指導現場で注意すべきコンプライアンス

に関わる講演をいただき、参加者からの評価も非常に高かった。

特に
工夫した
事項

今回の成果発表（研修会）では時間の都合上、各市で意見交換をしていただく時間を設けることができなかった。

次年度は、今年度よりも実証事業を実施する市が増える予定であるので、各市の実践発表及び情報交換を十分に取れるよう工夫する。

また、他都道府県で部活動の地域移行を先進的に進めている事例等があれば、講師として招き実践発表いただけるよう検討する。

今後の
課題と
対応方針

・アンケート結果より、約８割が内容について肯定的な意見であり、

 「他市の状況を理解できて良かった」という意見があった。

 ・参加者の意見の中には、「どの市町村でも取組みが可能な事例に

 ついて実践発表いただきたい」という意見があった。

（医師による講演） （市による実践発表）
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：カ：参加費用負担の支援等

○参加費用負担（受益者負担）関する意見の聴取

 ・府PTA協議会・検討会議各委員への意見聴取及び実証事業実施市によるアンケートの分析
取組事項

＜検討会議での意見＞

⚫ 部活動を地域に移行するにあたって発生する費用については、企業から寄附金をもらう等、

お金と人の部分を解決する方策も考えていく必要がある。
取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

⚫ 実証事業実施市のアンケートを考察するとともに、特に影響が大きい府PTA協議会からの意見を聴取した。

⚫ PTAからの意見としては、活動に参加するために費用が発生することは、参加への障がいになる可能性があることなどの意見をいただいた。

⚫ また、検討会議においても幅広い視点から意見を聴取し、学校部活動と地域クラブ活動の切り分けや、経済的困窮世帯に対する支援等に

ついて協議した。

特に
工夫した
事項

⚫ 現在は休日における学校部活動の地域移行であり、部活動地域移行の改革推進期間であることから、学校部活動と地域クラブ活動との切

り分けが難しく、次年度以降から完全な受益者負担とすることは困難である。

⚫ 次年度以降、企業からの支援を募ることなども含め、地域移行された際の地域クラブ活動に参加する子ども・家庭の負担を少しでも軽減する

方策を検討することが必要。

今後の
課題と
対応方針

（岸和田市アンケート結果参照）

＜府PTA協議会での意見＞

⚫ 部活動を地域に移行することにより、習い事のような感覚になることから一定の費用が発生することは理解できるが、学校部活動と明確に切り

分けられない以上、受益者に負担させることは難しいのではないか。

＜実証事業実践市のアンケート結果＞

⚫ 各市により調査結果は様々であるが、受益者負担とする場合、上限としては3,000円程

度が妥当であるという結果になった。また、今年度は実証事業であることから、どの市も参

加者から費用は徴取していないが、次年度以降、ネーミングライツやクラウドファンディング

等、企業等からの支援を検討するという市もあった。 
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２．実証内容と成果

参考資料（広報物）

【大阪府における部活動等の在り方に関する方針策定時の案内チラシ】 【休日の部活動の地域連携・地域移行に関する広報ポスター】
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

令和５年度

改革推進期間 地域クラブ活動の充実

令和６年度 令和７年度 令和８年度

⚫ 事例の創出と課題の洗い出し ・課題解決策の検討と施行
⚫ 地域クラブ活動のモデルとプロセスの分析 ・成果の普及
⚫ 進捗状況の検証 ・地域クラブ活動の整備と促進
⚫ 全国的な取組みの推進

⚫ 「大阪府における部活動等の在
り方に関する方針」の見直し

⚫ 更なる支援方針策の検討



【大阪府豊中市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 大阪府豊中市

担当課名 学校教育課

電話番号 06-6858-2566
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

◆部活動実態調査より、生徒の在籍数及び入部生徒数は10年前と
 比較すると減少しており、部活動設置数も減少している。

人口 398,844人
（令和6年2月1日時点）

部活動数 276部活

公立中学校数 17校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 9,956人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中

運動部 文化部 計

顧問延べ人数（人） 713 195 908

専門的指導ができる教職員（％） 47.7 51.3 48.5

平成２５年
度

令和５年度
増減率
（％）

在籍生徒数（人） 10,180 9,889 -2.9

入部生徒数（人） 8,772 8,326 -5.1

入部率（％） 86.1 84.2 -1.9

部活動設置数（部） 364 351 -3.6

◆運動部活動における専門的指導可能教職員は47.7%であり、半
 数以下である。

令和5年部活動実態調査

部活動実態調査（文化部含む）

◆本市における中学校・義務教育学校は17校あり、令和5年7月現
 在、学校部活動数は運動部が276部、文化部が75部、計351部
 となっている。

◆部活動の充実を図るため、30年ほど前より技術的な指導を行うコー
 チ役として部活動指導協力者派遣事業を導入・実施してきた。

◆令和4年度に、部活動の地域連携として、部活動指導員を市内中
 学校に6名配置し、令和5年度は16名に拡充した。

◆生徒数の減少により活動の縮小や休止、廃部に至る部活動がある
 など、部活動の持続可能性の面で厳しさを増している。
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R5

市

学
校

市
中

体
連

２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（学校教育課）

・部活動地域移行検討会議事務局

・学校、ラグビー部との連絡・調整

・市中体連との連絡・調整

⚫ 市長部局（スポーツ振興課）

・部活動地域移行検討会議運動部活動部会事務局

・地域スポーツ団体との連絡・調整

・活動場所の確保

庁
内
調
整
・
準
備

4,5月

関
係
校
・
部
説
明

5月 第
１
回 

部
活
動
地
域
移
行
検
討
会
議

6月

第
1

回 

関
係
者
打
合
せ

第
１
回 

部
活
動
地
域
移
行
検
討
会
議

運
動
部
活
動
部
会

第
２
回 

関
係
者
打
合
せ

7月 9月

第
１
回 

部
活
動
地
域
移
行
検
討
会

議
文
化
部
活
動
部
会

9月 1０月

部活動地域移行検討会議

スポーツ振興課、魅力文化創造課、
教育委員会事務局、豊中市中学校
体育連盟、豊中市中学校校長会

関係者

教育委員会事務局職員、
スポーツ振興課職員、
中学校関係職員、
地域スポーツ団体関係職員

第
３
回 

関
係
者
打
合
せ

12月
第
２
回 

部
活
動
地
域
移
行
検
討
会
議

運
動
部
活
動
部
会

第
２
回 

部
活
動
地
域
移
行
検
討
会
議

第
３
回 

部
活
動
地
域
移
行
検
討
会
議

12月 2月 3月

１
月
校
長
会
議
に
て
取
組

内
容
報
告

1月

３
月
中
学
校
校
長
会
に
て

取
組
内
容
報
告

3月

第
４
回 

関
係
者
打
合
せ

3月

中
学
校
の
合
同
部
活
動
に

指
導
者
を
派
遣
開
始

9月

取組①

市
主
催
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会

の
開
催

取組②

12月

市中体連総会

6月末

豊中市

学校教育課 スポーツ振興課

豊
中
市
ラ
グ
ビ
ー
ユ
ニ
オ
ン

ラグビー部
（合同部活動）

学
校

部活動地域移行検討会議

スポーツ振興課、魅力文化創造課、教育委員会事務局、
豊中市中学校体育連盟、

豊中市中学校校長会（運動部、文化部代表）

運営

部活動地域移行検討会議運動部活動部会

スポーツ振興課、教育委員会事務局、
豊中市中学校体育連盟、

豊中市中学校校長会（運動部代表）

・兼職兼業整理
・市方針検討 等

・活動日時の連絡調整
・場所等の連絡調整
・業務の連絡 等

各種連絡

取組内容説明
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 ラグビー

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

１部活

拠点校名 豊中市立第十二中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

１部活

地域クラブ活動で実施
した種目

ラグビー

運営主体名 豊中市

運営類型 市区町村運営型（地域団体・人材活用型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

月１～２回程度

指導者の主な属性 地域指導者

活動場所 豊中市立第十二中学校
マリンフード豊中マルチグラウンド

主な移動手段 自転車

１人あたりの参加会費等
（年額）

０円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

運営団体：豊中市

運営事務局

・学校や関係団体との連携調整
・活動場所の確保・調整
・使用物品の確保・調整
・日程調整・名簿作成 等

学校教育課 スポーツ振興課

ラグビー部
（合同部活動）

構成

拠点校：第十二中学校
参加者：市内中学生
指導者：教職員

・活動日時の連絡
・場所の調整
・使用物品の確保 等

豊中市ラグビーユニオン

事務局

・運営団体との連絡調整
・指導者の調整 等

指導者

・所属コーチ
・公認スポーツ指導者 等

活動場所
第十二中学校 等

・活動日時の連絡調整
・場所等の連絡調整
・業務の連絡 等

関係者打合せ

学校教育課、スポーツ振興課、
ラグビー部、ラグビーユニオン、

拠点校校長

・指導者の派遣
・所属生の参加 等

・所属生の参加

運営

参加

参加
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

昨年度より、総括コーディーネーターの配置に向けた仕事内容の整理、関係部署との連携を行ってきた。

人材確保に向けて、退職中学校長を中心に市教育委員会より数十名打診をしたが、人材確保に至らなかった。

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〈課題〉

・新しい職種ということで業務内容の見通しがつかないとの理由で断られたケースが多かった。

・単価設定（当初1,343円/時間 会計年度任用職員として雇用）の再検討が必要。

・人材確保の方法の検討

〈今後の方向性〉

・他市や全国での取組内容の聞き取りを行い、市内に総括コーディネーターの業務内容や必要性について周知する。

・時給額を増やしていく方向で担当課に打診する。

・人事確保の見通しとして、①退職中学校長等への打診、②市HP等での公募、③事業者への委託の３段階を検討。

今後の
課題と
対応方針

〈総括コーディネーターの仕事内容（想定）〉

①学校、顧問、中学校体育連盟（各種目専門委員長含む）との連絡調整

②教育委員会事務局内、市長部局との連携

③大阪府教育庁との連携

④地域スポーツクラブとの連絡調整

⑤公民分館活動団体、PTA、体育施設指定管理者等との連携

⑥部活動地域移行検討会議事務処理、各種調整、運営

⑦部活動指導員労務管理、研修計画作成・実施、各種書類作成、補助金関係処理、人材募集業務作業

⑧部活動指導協力者労務管理、各種書類作成

⑨その他、学校教育課長が必要と認める業務に関すること



6

２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

地域の実施主体であるラグビーユニオンと連携し、指導者を派遣していただいた。

取組みとして、中学校の合同部活動に指導者を派遣（①）、市主催ラグビー体験会に指導者を派遣（②）した。取組み①では延べ32人、

取組み②では、８人の指導者を派遣していただいた。（取組み②については次ページ参照）

取組み①では、中学校教職員の指導の補助的立場として参加していただいた。

取組事項

参加した中学生12名のアンケート結果（一部）が以下のグラフである。

「ユニオンの指導者さんから専門的な指導をしてもらった」に対する肯定的な回答が92％、「今後も、ユニオンの指導者さんに練習に参加してほし

いと思う」に対する肯定的な回答が92％だった。一方、取組みの意味の周知には課題が見られた。

また、「とても盛り上がって楽しかった。」「一緒にラグビーができてうれしい」等の意見もあった。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・事前に中学校の顧問の先生へ説明を行った後、関係者打合せ（スポーツ振興課、学校教育課、ラグビー部顧問、ラグビーユニオン、拠点

 校校長）を２回実施してから中学校の合同部活動に指導者派遣を開始した。

・上半期は調整や説明を行い、下半期（９月末～１月）に公式戦や練習試合等を除いた実施可能日に、合計６回実施した。

・実施時には、スポーツ振興課及び学校教育課職員複数名体制で臨んだ。

特に
工夫した
事項

・中学校の合同部活動の現状を把握し,課題の洗い出しを行うことを目的に関係者打合せを定期的に開催する。

・指導に伴う謝礼金を1,582円/時（市部活動指導員と同額）として想定していたが、受取に係る調整に課題が生じた。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

取組み②である市主催のラグビー体験会を開催し、ラグビーユニオンの指導者を派遣していただいた。

中学校運動部活動の地域移行のための体験会であるため、参加対象を中学校1年生・2年生及び中学校への進学を控えている小学校5年

生・6年生の合計4学年を対象に開催した。

当日の指導計画の作成等をラグビーユニオンに担っていただき、体験会のプログラム企画から当日運営に至るまで全面協力を得た。

また、当日は豊中ラグビースクールに所属するスクール生と中学校ラグビー部に所属する生徒に体験会への参加を依頼した。

取組事項

参加者へのアンケートでは、「初心者なので難しかった。」という声はあったものの「より専門的な指導を受けたい。」や「中学校への進学を機に始め

たい。」といった前向きな感想を獲得できた。

また、体験会に参加したラグビースクールのスクール生にもアンケートに回答してもらい、既にラグビーに取り組んでいる生徒達の感想も獲得した。

（※以下グラフ参照）体験会を通して、運動部活動の地域移行による生徒達のラグビーに取組む場の持続可能性を検討したい。

取組の
成果

・未経験者の体験会への参加が少数に終わるなど参加人数に課題を残した。

・参加申込が少数に留まった要因として、中学生が直接目に触れる周知が十分に行えなかったことや十分な申込期間を設けることができなかった

ことが考えられる。

・次回以降の開催については、開催日の早期確定と事前の開催周知及び申込期間の確保が必要となる。

今後の
課題と
対応方針

・同世代のラグビースクールに所属するスクール生や中学校ラグビー部に所属する生徒に体験会への参加をしてもらうことで、初めてラグビーにチャ

レンジする子ども達が溶け込みやすい環境作りに努めた。

・ホームページ等の広報媒体において、「パスゲーム」や「ボールゲーム」といった柔らかい表現を用いて、参加者のハードルを上げないよう配慮した。

特に工夫した
事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

・昨年度より、ラグビーユニオンと連絡調整を行い、ラグビーユニオン関係者と市との会議を行った。

・６月には、ラグビースクール（ラグビーユニオン加盟団体）の運営委員会にて、部活動の地域移行について説明を行った。

・７月、９月、12月、３月（予定）と年４回、関係者打合せ（スポーツ振興課、学校教育課、ラグビー部顧問、ラグビーユニオン、拠点校校

長）を実施し、課題の洗い出しと調整を図った。

取組事項

■関係者打合せで出た主な意見

・今後、地域スポーツクラブとなると、学校とスムーズに連携できるのか。

・大阪中体連への試合出場の際、主登録について整理しておく必要がある。

・ラグビー部の指導者の持続可能性や後継者の育成に課題がある。

・平日の合同部活動を見据えたときの拠点校制度の整理や、各所属校の理解が必要ではないか。

・勤務時間以降の指導を行う際、教職員に対して報酬や謝礼等の対価が支払える仕組みが望ましい。

・関係者打合せは、週休日に実施しているが教職員への対価はどのように考えるのか。

・地域スポーツクラブの指導者への公費（市費含む）の使い方や継続性を持たせてほしい。

※関係者打合せで出た主な意見については、部活動地域移行検討会議（運動・文化部活動部会含む）で共有。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

地域の実施主体であるラグビーユニオン所属の指導者の方が平日に仕事をされており、平日の関係者打合せの設定ができなかったため、ラグ

ビー部の合同部活動が実施される土曜日の練習後に関係者打合せを実施した。

特に工夫
した事項

・学校との連携を充実させるためには、総括コーディーネーターの配置が不可欠であり、人材確保に努めていく。

・取組み内容の学校等への理解にも課題があり、校長会議等を含めて周知する必要がある。

・平日の合同部活動の在り方についても整理していく。

・兼職兼業の整理についても担当課と密に連携をとり、市の考え方を示す必要がある。

・今後も、新たなスポーツ環境の構築の円滑な実施に向けて、関係者打合せを重ねていく。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：カ：参加費用負担の支援等

参加者の費用負担について、中学生世代の子どもを持つ保護者にアンケート調査を実施した。費用負担についての意見を聞く前に、現状の中

学校部活動の状況を説明し、今後の部活動の在り方についてもアンケート調査を行った。

アンケートは、①「今後の部活動の在り方について」、②「地域クラブに移行することでの費用負担について」、③「移行した場合の月々の実費負

担額について」の計3問を調査項目として実施した。

取組事項

今後の部活動の在り方については、回答者の8割以上が「現行の部活動に外部指導者を雇う等して、学校部活動として継続するべき。」と回答

した。自由記述欄には「教育の一環として、部活動は継続してほしい。」や「地域クラブに移行することで勝利至上主義の考えや暴言暴力の発生、

定期テスト休暇への配慮不足などが発生してしまう不安がある。」といった意見があり、現状の学校部活動の形を継続することを希望する声が多く

ある実情を把握した。

また、地域クラブに移行することでの費用負担の発生については、「専門的指導を受けることができるのであれば費用負担の発生、増加を受け入

れる。」という回答が9割を超えた。月々の費用負担額について妥当と思う金額については、7割が3,000円未満と回答したことから、受け入れられ

る費用負担額は月々3,000円程度と考える保護者が多いことが分かった。取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

費用負担についてのアンケート調査を実施し、今後の部活動の在り方や地域移行した際の費用負担についての意見を獲得することができた。強

引に地域クラブに移行していくと保護者理解が得られず結果的に子ども達がスポーツをする機会損失に繋がるため、十分な保護者説明の機会を

持つなど理解を得ながら地域移行を進めていくことが求められる。

今後の
課題と
対応方針

アンケート調査を実施するにあたり、現在の部活動の状況について国及び市の現状を説明して回答協力を得た。また、今後の部活動地域移行

の考えられる姿を項目として設定し、回答者が具体的なイメージを持てるようにアンケート項目を設定した。

特に工夫した
事項
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート内容、広報物）
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【合同部活動への指導者派遣時の練習の様子①】 【合同部活動への指導者派遣時の練習の様子②】

【ラグビー体験会でのパスゲームの様子】 【ラグビー体験会の閉会式の様子】
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

特設チームにて

部活動地域移行

検討

都市活力部スポーツ

振興課と連携

学校・地域実施主体

への説明・調整

地域移行検討会議

開催

地域移行実証事業

開始
実証事業拡充

【特設チームにて検討】

●経過

・運動部活動の地域移行に関する検討会議の

傍聴

・他市モデル事業内容・進捗等聞き取り

・教育委員会内報告

・市中体連総会での説明 等

●実施にあたって生じた課題

・特設チーム主体で各方面への説明を行うも、

全体像が見えない

●実施内容、工夫した点 等

・情報収集、丁寧な説明に努めた

【スポーツ振興課と連携】

●経過

・運動部活動の地域移行に関する検討会議

による提言提出後に、連携強化を図る

●実施内容

・国の動向の確認

・協議会設置に向けた考え方の整理

・課題の洗い出し

令和４年 令和５年 令和６年

【学校・地域実施主体への説明・調整】

●経過

・学校への説明

・ラグビー部顧問への説明

・ラグビーユニオンへの説明

●実施にあたって生じた課題

・取組みの全容や内容をどのようにするのかが

不透明

●実施内容

・国の動向の説明

・ラグビー部の現状聞き取り

・意見交換

【地域移行検討会議】

●経過

・６月６日に１回目を開催

●実施内容

・国ガイドライン説明

・部活動の地域移行の方向性の確認

・国実証事業の説明

【実証事業の開始】

●経過

・上半期は説明と調整、関係者打合せの開催

・下半期より合同部活動に指導者派遣開始

・12月に市主催ラグビー体験会の開催

●実施にあたって生じた課題

・保護者負担の在り方

・謝礼金の支払い、受取に係る調整

・取組みの最終ゴールに認識合わせ

●実施内容、工夫した点 等

・関係者打合せを重ねながら合意形成を行った

【実証事業の拡充】

●次年度

・平日のラグビー部の合同部活動の開始に向

けた調整と説明を行う

・他種目での取組みの実施
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

フェーズ 目標 具体的な取組み

令和5年度～
令和7年度

国が設定する
改革推進期間

・休日の部活動の地域
移行
・平日の学校部活動の
持続可能性を担保

次のような様々な方法の組み合わせで、学校単位or複数校単位としての地域移行を目指す
①学校部活動の地域連携として部活動指導員拡充と部活動指導協力者の活用
②設置校・部員が少ない種目から地域移行に向けた検討・調整・実施

合同練習の促進、交流試合の設定等
③設置校・部員が多い種目についても調整・検討

★地域移行の類型例として、まずは、地域団体・地域人材と連携した形態を目指す

◆部活動地域移行検討会議の取組み（定期的（2,3ヶ月に1度程度）開催し、課題の共有・検討を行う）
・国ガイドライン・府方針・市の方向性の共有
・教員、児童生徒、保護者へのアンケートの検討
・教員の兼職兼業制度の検討
・学校施設利用の検討、ルール等策定
・経済的困窮家庭への支援の検討

令和8年度～
・平日の地域移行につ
いても検討・実施

・上記の取組み内容を踏まえ、平日の地域移行についても検討・実施

部活動地域移行検討会議メンバー

スポーツ振興課、魅力文化創造課、学校教育課、学校施設管理課、
学務保健課、社会教育課、教職員課、学び育ち支援課、中央公民館
、豊中市中学校体育連盟、豊中市中学校校長会

フェーズ1

フェーズ2



【大阪府箕面市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 大阪府箕面市

担当課名 子ども未来創造局児童生徒指導室

電話番号 072-724-6752
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

【子ども】

・参加したい種目がない（創部希望→対応できない）・専門的な指導を受けたい

【教員】

・働き方改革・技術指導で困っている教員・技術指導ができても、負担に感じている教員

（生徒、保護者からの要望、期待など）・異動に伴う顧問の配置の難しさ （持続可能ではない）

○指導者の確保 

指導の質維持・向上、指導者研修（指導の在り方、トラブル対応等について）、兼職兼業、

地域団体・企業との連携

○財源の確保

地域企業との連携、スポンサー収入の可能性、受益者負担、ふるさと納税等

○意識改革

民間企業等が主体となるメリット・付加価値、経済的困窮家庭の支援方法、移動問題の解決

○運営主体

指導者派遣、勤怠管理、スケジュール調整、学校とのやりとり、連絡、情報共有、活動場所調

整、出欠確認、トラブル対応、保護者・生徒連絡、集金・収納作業、保護者説明会、保険手

配、企業・団体等との連携

人口 136097人 部活動数 124部活

公立中学校数 8校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 3980人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中

現
状

課
題

0 10 20 30 40 50 60 70

①専門的な技術

②やる気を高める声かけ

③指導のわかりやすさ

④選手・指導者としての経歴

⑤指導時間の長さ

⑥効果的な練習メニューを考えてくれる

⑦運動についての専門性

⑧チームプレーの大切さを教えてくれる

⑨人間性を高めてくれる（礼儀・作…

「指導者」に対して教えてほしいこと・望むことは何ですか。

（複数可）生徒アンケートR5.1月

生徒対象アンケートから（R５.1月）

とても思う 

54
思う 28

あまり思わない 11

全く思わない 

7

休日の部活動が負担に感じることがありますか。

教員アンケートから（R4.6月）
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会

（児童生徒指導室）

・部活動の在り方検討プロジェクト会議

・地域クラブ活動

・学校との連絡調整

・実行委員会事務局

⚫ 教育委員会（兼首長部局）

（保健スポーツ室）

・体育連盟（各協会）他、各スポーツ団

体等との連絡調整

・スポ-ツイベント

・実行委員会事務局
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２．実証内容と成果

年間の事業スケジュール

4月 今年度の計画作成 保健スポーツ室との打ち合わせ 仕様書作成 地域連携調査

5月 地域連携調査

6月 第1回部活動の在り方検討プロジェクト会議 地域連携調査

7月 第1回部活動地域移行実行委員会 第2回部活動の在り方検討プロジェクト会議 地域連携調査

8月 第2回部活動地域移行実行委員会 第3回部活動の在り方検討プロジェクト会議 体育連盟各協会との打ち合わせ

地域連携調査

9月 各中学校顧問ヒアリング 説明会 指導者研修 地域クラブ活動開始 地域連携調査

10月 説明会 指導者研修 地域クラブ活動

11月 説明会 指導者研修 地域クラブ活動 第4回部活動の在り方検討プロジェクト会議

12月 地域クラブ活動 地域との意見交換会

1月 地域クラブ活動 地域との意見交換会 アンケート実施 第5回部活動の在り方検討プロジェクト会議

2月 第3回部活動地域移行実行委員会 令和6年度の計画
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□運営主体として
指導者派遣 指導者研修 勤怠管理 スケジュ
ール調整 学校とのやりとり トラブル・けが対応
出欠確認 保護者・生徒への連絡 保護者説明会
保険手配 謝金支払い

２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 ８校（市立中学校全校） 地域クラブ活動に取り組んだ種目 テニス、ソフトボール、野球、バレーボール、卓球、剣道、ソフトテニス、サッカー、
バスケットボール、陸上競技、バドミントン、ハンドボール、水泳

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

26部活

拠点校名 第二中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

５部活

地域クラブ活動で実施
した種目

テニス、卓球、サッカー、水泳、野球

運営主体名 スポーツデータバンク株式会社

運営類型 地域スポーツ団体等運営型
（民間スポーツ事業者運営型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

テニス、卓球、サッカー、野球：各月１回程度
（水泳は1回実施）

指導者の主な属性 箕面市体育連盟各種目協会、
スイミングスクール

活動場所 第二中学校（野球は彩都の丘学園）

主な移動手段 徒歩、自転車

１人あたりの参加会費等
（年額）

全種目：0円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

要望・課題・方針・方向性

箕面市

委託
相談
課題共有
報告

運営主体（スポーツデータバンク）

指導者研修
トラブル・けが等マニュアル

テニス協会
（テニス）

卓球協会
（卓球）

サッカー協会
（サッカー）

野球協会
（野球）

かやのスイミングスクール
（水泳）

技術指導 トラブル・けが対応
出欠確認 保護者・生徒への連絡

第二中学校 彩都の丘学園第六中学校第五中学校

地域クラブへ参加
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

・運営主体を民間企業（スポーツデータバンク株式会社）に委託した。

・統括コーディネーターを配置し、地域連携調査を行った。また、人材バンク、資金調達について検討した。

・コーディネーターを配置し、実施団体と各中学校との連絡調整、指導助言等を行った。

・実行委員会を実施し、今後の地域クラブ活動について協議した。

取組事項

取組の
成果

・連絡アプリの活用について

保護者アンケート肯定回答：80％

指導者には機能や操作方法等の詳しい研修が必要。

【使用方法】

練習時間、持ち物等の連絡、

出欠確認（遅刻、早退の連絡）

練習メニューや練習の様子（画像、動画）の投稿

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・説明会（保護者向け）をオンラインで開催（オンデマンド配信も）

・指導者が練習メニューや練習の様子を連絡アプリ上に投稿し、保護者や運営主体、

教育委員会事務局との共有

・事前調査の実施（平日の練習内容、休日の練習内容、地域クラブ活動に希望

すること等）

・学校、顧問へのヒアリングの実施 ・利用施設についての調査の実施

特に
工夫した
事項

・学校と指導者とのやりとりに時間がかかること、複雑さ → ICTツールを活用して、わかりやすく簡単に手続き等ができる方法について、

・周知の徹底 検証する。

・手続きの複雑さ

今後の
課題と
対応方針

保護者対象アンケートから（R6.1月）

保護者対象
アンケートから
（R6.1月）

指導者対象アンケートから（R6.1月）

連絡アプリの活用方法について

説明会の内容は
理解できたか。

便利だった（機能が使えた） 

13%

どちらかと言えば便利だった

（だいたい機能が使え

た） 40%

少し難しかった（あまり

機能が使えなかった） 

40%

難しかった（機能が

使えなかった） 7%

便利だった（機能

が使えた） 29%

どちらかと言えば便利だった（だ

いたい機能が使えた） 51%

少し難しかった（あ

まり機能が使えな

かった） 16%

難しかった（機能が使えな

かった） 4%

理解できた. 

42%
だいたい理

解できた. 

52%

難しかった. 

6%
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取組の
成果

・「引き続き地域クラブ活動の指導者に関わりたいか」

指導者アンケート肯定回答：84％

・「ていねいに教えてもらった」 生徒アンケート肯定回答：97％

・「指導前の研修はどうだったか」 指導者アンケート肯定回答：42％

・「どのような研修があれば良いか」（指導者アンケート回答から）

中学生の接し方、雨天等中止の判断基準、コーチング法、

レベルや意識の異なる生徒たちへの指導方法 等

２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

・体育連盟の各種目協会と連携し、指導者を確保した。

・地域団体、企業やスクール等と連携し、指導者を確保した。

・指導者を対象に指導前の心構えや指導者としてすべきこと等についての研修を行った。
取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・指導者研修（オンライン）の実施

事業背景と趣旨、目的の理解

指導に入る前の準備

指導における当日の流れ

活動以外の対応

活動における危機管理対応

・緊急対応マニュアル共有

・指導スタッフの仕事内容と配置人数について検討

特に
工夫した
事項

・指導者の業務内容

・技術指導者の人数、サポートスタッフの配置 → 研修の内容、回数、あり方などについて、協議していく。

・研修内容

今後の
課題と
対応方針

指導者対象アンケートから（R6.1月）

生徒対象アンケートから（R6.1月）

指導にあたってどうだったか事前の研修はどうだったか

当てはまる

76%
どちらかと言えば当てはまる

20%

どちらかと言えば当て

はまらない

3%

当てはまらな

い

1%

技術面の指導が受けられた

当て

はまる

77%

どちらかと言えば

当てはまる

19%

どちらかと言えば

当てはまらない

2%

当てはまらない

2%

ていねいに教えてもらえた

十分だった 

13%

どちらかと言えば十分

だった 29%

どちらかと言えば不

十分だった 25%

不十分だった 33% やりがいがある

29%

どちらかと言えばやりがいがある

56%

あまりやりがいがない

13%

やりがいがない

2%
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項

・実行委員会を実施し、地域クラブ活動について協議した。

・地域団体、企業、スクール等の地域連携調査を行った。

・意見交換会を実施した。

・意見交流（地域連携調査）した団体、企業、スクール等：団体数 29

→指導者派遣、意見交換会への参加、今後のイベント開催へと繋がった。

・イベントの実施：1.FC箕面（サッカー）、ガンバ大阪（サッカー）、サントリーサン

バーズ（バレーボール）、SPIRIT ACADEMY（バスケットボール）

・意見交換会を６回実施

参加人数（延べ人数）103人（集合：83人 オンライン：20人）

取組の
成果

グラフ等データ
※出典も要記載

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・オンラインを活用し、遠隔地の企業とも意見交換した。

・地域団体、企業と積極的に情報交換し、可能性を探った。

・意見交換会は、多くの方の意見を聞くため、市内６か所で実施した。オンライン参

加も可能にした。

・意見交換をする前に、国の動向や市の取り組み、他自治体の事例紹介をした。

・事務局のスタッフがファシリテーターを務め、地域の人たちとアイデアマップを作った。

特に
工夫した
事項

意見交換会の主なキーワード

●選択できる、選択肢  ●指導者の確保
●安心、安全、居場所 ●資金調達
●交流   ●子どもの意見
●新たな体験の場  ●市の方針

・地域の資源を活用する取り組み → 地域の施設や地域のサークルの連携調査を進める。

・校区間の取り組み → 移動方法、ルール等を検討する。

・体験イベント → 地域の団体、企業との連携を強化する。

今後の
課題と
対応方針

中学生保護

者 18%

小学生保護

者 10%

地域 41%

指導にあたっ

ている方 9%

その他 

22%

意見交換会の参加者概要

意見交換会参加申し込みフォームから

子どものニーズに合った、新しい「地域クラブ活動」意見交換会から
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：エ：面的・広域的な取り組み

・休日に実施している学校部活動の全種目で地域クラブをモデル実施した。（13種目）

・市内全校にて地域クラブ活動をモデル実施した。（8校、26クラブ）

・合同地域クラブ活動をモデル実施した。
取組事項

・地域クラブ活動実施種目数：13種目

・地域クラブ活動実施校：8校（市内全校）

・地域クラブ実施活動クラブ数：26クラブ

・地域クラブ活動対象生徒数：510名

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・各学校部活動への事前調査（以下の項目について調査）

地域クラブ活動実施可能日（予定）

平日部活動の活動内容 ・ 休日部活動の活動内容

地域クラブ活動で取り組んで欲しいこと

・学校、顧問へのヒアリングの実施

部活動のことや顧問として苦労していること等の聞き取り

地域クラブ活動モデル実施についての説明

特に
工夫した
事項

・学校間の交流 → 参加人数を見ながら、対象地区を広げる（合同での活動等）。

・世代間の交流 → 地域の人と一緒に活動できる機会について検討する。高等学校、大学、専門学校等との連携を図る。

今後の
課題と
対応方針

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度

令和5年度

対象生徒

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度

令和5年度

実施クラブ

地域クラブ活動実施クラブ数の割合

地域クラブ活動対象生徒数の割合
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

・基礎的な練習だけではなく、実践的な練習も取り入れた。

・企業、チームによるスポーツイベントを実施した。

・大阪青山大学の学生による指導での地域クラブを実施した。

・地域の企業、団体との連携の可能性を調査した。

取組事項

・地域クラブに参加してどうだったか ・また参加したいと思うか ・前向き・積極的に活動できた

（生徒アンケート肯定回答：93％）     （生徒アンケート肯定回答：92％）   （生徒アンケート肯定回答：93％）

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・生徒の憧れの対象に教えてもらえるイベントを実施した。（プロチームの関係者、元プロの選手等）

・身近なロールモデルによる指導、合同練習を実施した。（箕面青山大学、大阪医科薬科大学）

・例えば、陸上競技クラブでは、生徒一人ひとりの専門競技や体力等の状況が異なる中、体幹トレーニングなどのそれぞれの技能向上に繋がる

取り組みをした。

特に
工夫した
事項

・子どものニーズ  → 子どもの意見を聞く機会をつくる。

・校種間連携  → 近隣の高等学校、大学、専門学校等との連携を図る。

今後の
課題と
対応方針

生徒対象アンケートから（R6.1月）

良かった 

71%

どちらかと言えば

良かった 22%

あまり良くなかった 

7%

良くなかった 0%

参加したい

66%

参加してもよい

26%

あまり参加したくない

7%
参加しない

1%

当てはまる

69%

どちらかといえば

当てはまる

24%

どちらかといえば

当てはまらない

5%

当てはまらない

2%
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：カ：参加費用負担の支援等

・ふるさと納税について検討した。

・クラウドファンディングについて検討した。

・地域の企業、団体等との連携の可能性について調査した。

・参加者負担金と支援方法等について検討した。

取組事項

・関係課室や地域の企業等への事業説明、中学校部活動の現状の共有等をし、財源の必要性について共通理解できた。

・意見交換会にて、国の動向や箕面市立中学校の部活動の現状、他市の事例紹介をし、地域クラブ活動参加者の費用負担の必要性

等について意見交流することができた。
取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・地域クラブのモデル実施（検証中）である（一部のクラブでしか実施していないため）

・全ての活動が地域クラブ活動ではない（学校部活動がほとんどを占めているため） → 現状の実証状況からは参加者から参加費を

すぐに集めることが難しい（計画・周知等が必要）

・最終型に向けた参加費（金額）の検討 → 財源の確保、モデル実施参加費として一部参加者負担金の徴収を検討

体験会への参加費の徴収、チャリティイベントの実施 等 の検討

今後の
課題と
対応方針

・地域クラブの指導・従事スタッフの在り方を検討した。

技術指導者だけの活用ではなく、活動サポーターや見守り

等のスタッフの起用による二人体制について検討した。
特に

工夫した
事項

（案）
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：キ：学校施設の活用等

・施設利用についての調査

・合鍵の作成

・校内図の作成、動線の確認
取組事項

・施設（鍵）の管理について（R6.1月 指導者対象アンケート結果）

指導者アンケート肯定回答：89％

・学校と協力して、鍵の作成、使用施設の場所・道具、動線等の確認ができた。

生徒が間違えて職員室に鍵を取りに来ることがあったが、入口等に「本日地域クラ

ブ活動」というカードを置くことで対処した。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・活動する時に使用する施設や道具の保管し

ている場所、必要となる鍵について調査を行っ

た。

・入口や部室、倉庫の場所がわかるように、写

真付きの校内図を作成し、運営主体、指導者

と共有した。

特に
工夫した
事項

・合鍵の管理 → キーボックスの設置について検討していく

・グラウンド・テニスコート等使用クラブの雨天時の活動 → 雨天時の中止等の判断基準や活動場所等を検討していく

・校舎内の利用（ミーティング等） → 必要性・管理手法等も踏まえて検討していく

今後の
課題と
対応方針

問題はなかった（スムーズにできた）

49%

あまり問題はなかった（だい

たいスムーズにできた）

40%

少し問題があった（あまり

スムーズにできなかった）

9%

問題があった（スムーズにではなかった）

2%

施設(鍵)の管理についどうだったか
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物）

【生徒、保護者対象アンケート結果から（R6.1月）】 【意見交換会のお知らせ】

（人） 0 50 100 150 200

友だちとの交流・他校の生徒との交流

スポーツや文化・芸術のスキルアップ

１つの種目に特化した活動

複数の種目への参加

スポーツや文化・芸術活動などのイベントへの参加

試合や大会、発表会

合宿

その他

（人）

保護者 ケガをしにくくする体操
男女一緒の活動 等

0 50 100 150

仲間をつくりたい、友だちと楽しく過ごしたい

スポーツや文化・芸術のスキルアップがしたい

１つの種目に集中したい

複数の種目に取り組みたい

スポーツや文化・芸術活動などのイベントに参加、体験し…

試合や大会、発表会に出たい

合宿に参加したい

その他

（人）

自分のペースで練習がしたい
部内戦

どのような活動があれば良いと思うか。（複数回答可）

生徒
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２．実証内容と成果

参考資料（意見交換会）

【意見交換会の報告】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【剣道クラブ】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【バレーボールクラブ】

【野球クラブ】 【テニスクラブ】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

部活動の在り方

検討プロジェクト

部活動地域移

行実行委員会

地域クラブ活動モ

デル実施3校、2

種目

実行委員会・プ

ロジェクト（メン

バー増）

地域クラブ活動モ

デル実施全校(8

校）、13種目

意見交換会の実

施

地域クラブ活動

の在り方検討

令和3年度～

●児童生徒指導室

各中学校長

保健スポーツ室

体育連盟

 

●経過

部活動の課題解決、部活動の地域移行

に関する協議（プロジェクト）

保健スポーツ室との協議

箕面市体育連盟との連携

R4委託事業へ応募

●実施にあたって生じた課題

連携先

実行委員会のメンバー選出

指導者の確保

●実施内容、工夫した点 等

部活動の在り方検討プロジェクト会議

令和３年 令和５年 令和６年

令和4年度～

●児童生徒指導室

保健スポーツ室

体育連盟、1.FC箕面、岩谷産業、ガンバ

大阪、サントリーサンバーズ、スポーツ推進

員協議会

●経過

実行委員会立ち上げ、協議

R4委託事業を受託

モデル実施 地域連携調査

R5委託事業へ応募

●実施にあたって生じた課題

運営主体、指導者の確保、練習日程の調

整

●実施内容、工夫した点 等

部活動の在り方検討プロジェクト会議

部活動地域移行実行委員会

3校2種目で地域クラブ活動モデル実施

令和5年度～

●児童生徒指導室

保健スポーツ室、学校施設管理室、箕面営業室、体

育連盟、1.FC箕面、岩谷産業、ガンバ大阪、サント

リーサンバーズ、スポーツ推進員協議会、PTA連絡協

議会、校長会代表、スポーツデータバンク、ミズノ

●経過

ふるさと納税について検討

地域連携調査

R5委託事業を受託

スポーツデータバンクへ運営主体を委託

モデル実施、イベント実施

意見交換会

●実施にあたって生じた課題

指導者の確保、練習日程の調整、財源の確保

●実施内容、工夫した点 等

全校（8校）・13種目で地域クラブ活動モデル実施

意見交換会を市内6カ所で実施

令和４年
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

実施内容
地域クラブモデル実施
全種目(全校数種目ずつ)

地域クラブモデル実施
イベント・体験会の実施

地域クラブモデル実施
イベント・体験会の実施

休日の学校部活動終了

費用の確保 参加者負担金の検討
参加者負担(一部)の検証
企業協賛金等

参加者負担(一部)の検証
企業協賛金等

参加者負担
企業協賛金等

人材の確保 人材バンクの検討 人材バンク登録開始・活用 人材バンク登録・活用 人材バンク登録・活用

人材の育成 研修内容の検証
登録条件の検証
研修内容の検証

登録条件、研修、認証制
度等の検証

登録条件、研修、認証制
度

実行委員会
PTA会長代表と
校長会代表を追加

部活動の在り方
検討プロジェクト

全中学校長参加

ニーズ調査
地域の意見交換会
参加者(子ども、保護者)、
指導者対象アンケート

子どものニーズ調査
参加者(子ども、保護者)、
指導者対象アンケート

参加者(子ども、保護者)、
指導者対象アンケート

参加者(子ども、保護者)、
指導者対象アンケート
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